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o o o o
　北極星の向って左，西北の室には「龍」の星座が全形を現はし，叉，極南
の天室には，右に「鶴」，左に「鳳鳳」の二つの星座があって，「南魚」の一
等星フオマルホウトミ共に天を飾ってみる．更に，醗って西の天を見るε，
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天の河一ぱいに翼をひろけた「白鳥」の左右隣に，「昇る鷲」ε「降る鷲」
（琴星座の古名）Σが舞ってみる姿がある．
　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　c
o
　　　o
　東を見るε，七美姫の舞ふ「プレヤデス」群星に導かれる「金牛」座ε「駅
者」星座Eが既に地李から可なり高く昇って來てるるが，すぐ其の後からは，
全天の王冠NSも言ふべき「オリオン」の優れtt形が登場して，孫々ミしナこ
天室に著しい明るみを投げかける．此の「オリオン」の出現によって甦つ
ナこやうに生々ε輝やく天は，九時頃に，親しみ深い「双子」の星座を現は
し，十時牟には「小犬」のプロシーオン星，叉，十一時置は「大犬」のシ
リウス星が現はれて，天界のはながた役者が皆出揃った形Eなる．一皇
宮に於いて纂けさせられる大嘗祭の御儀の時刻には，かうして，天室の最
も華やな星座の行進ミ共に，奪い諸儀式が行はれるのである．そして，此
の御祭典の終る早朝午前の時には，東天に既に「北斗」ミ「獅子座」εが高
く輝やき，同時に，東の低い室には早くも「牧夫」の燃ゆる色のアークトウ
ル星ミ，「乙女」星座の純白なスピーカ星ミが顔を出してみるこミεなる．
　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　o
　恒星界の美象ε共に，（前にも記した通り），今秋の遊星界は珍らしい賑
はしさを呈する．
　まつ，何よりも最も得意げに隣室を牛耳るのは木星の互大な光であらう．
星座は「ひつじ座」であるから，毎日，日が暮れるミ，間もなく天頂に迫っ
て看る．此の木星は十月二十九日に封衝ミなったばかりの時期であるから，
光度は實にマイナスニ等牛，又，我が地球からは1億5000萬里（6億キロ）
ミいふ近距離である．從って，肉眼観察以上に，若し望遠鏡で之れを見るな
らば，視直径四十三秒ミいふ大きい姿が．例の四個のガリレオ衙星に取り
まかれて，蝕や掩蔽や経過なさの現象を幾度も見せる珍景を樂しむのに，實
に好時機である．
　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o
4 御大典eWl：於ける星空の美観（山本一清）
　木星より少しく寄れて，火星が登場して量る．星座は「双子座」の夏至
鮎に近いあたりであるから，夕刻八時には既に東の地ZF線上にある．此の
火星は年末十二月二十一日に太陽ε封衝の位置に來るのであるから，御大
典の十一月頃は刻々我が地球めがけて接近しつXある最中であって十一月
十二日には留Sなり，接近遽度は毎日二十萬里（毎秒時23000メートルつ
つ）Sなる．光輝はマイナスー一等級であるから，シリウス星ミ飴り大差が
無い．視直径も16秒に達してみるから，火星表面の観察に築磯な時期に入
っナこわけである．
　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　o　o　　　　　　o　　　　　　o
　今年の十一月の天室に，見るべき遊星の一つは天王星である．但し，天
王星は實は去る九月二十九日に既に封衝ミなつナこのであったのであって，
軍に藪量的に言ふならば，其の後漸次地球からは遠ざかりつXあるもので
ある．しかしながら，天王星の如き，元來遠方にある遊星は，其の封衝の時
ε會合の時εを比べて，空しナこ距離の差を持たないのであって，現に九月末
には地球から72500萬里の距離であったのに書し，十一月中頃は73700萬
里εいふのであるから，観察の實際上，此の差は殆んE“度外浮して好い．そ
して，むしろ，衝を過ぎた此の十一月頃は，日浸後，すぐ子午線に來るので
あるから，一般肚會の人々が天艦を観るナこめには，態々夜更けを待つ必要
がなくて，好都合である．位置は「うを座」で，第44番星の西々南約2度
（或は，春分鮎の東北東約3度）あたりを逆行してみる．十二月十三日には
留こなり，其の後は順行して行く．此の附近には輝星が少ないftめ，普通の
人ならば肉眼でも（勿論，双眼鏡でも）容易に見付け得ろものである．但し，
望遠鏡観察には200倍以上を用みなけば興味は少ない．
o o
o
o　　　　　　e　　　　　　o
金星が毎日の夕室に美しく輝やくのは此の秋の著しい見ものであって，か
って記した通り，馨れは實に二年牟ぶりのこεである．入筆史五千年來の，
「天界の女王」ミして諸民族に崇揮されtこ此の明星の，美は言ふまでもない・
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がりVオの獲見PJ來此の星の形ちの愛化は望遠鏡を持つ人々の大なる樂し
みである．光輝はマイナス三等牟であるから，シリウスや木星ミ錐も決し
て金星の敵でない．
　御大典の期に西天に復馨して來た此の金星は，十一月より十二月へ，更に
翌年初へS，日々に愈々高く，盆々強く輝やいて，來年の二月七日には太陽
からの極大離角47．εなり，次いで三月中頃には極大光輝マイナス4等3に
達する筈であるから，御大典ε其の奉嗣期間を通じて，見事を宵天を飾る
に最もふさはしい星であるミいはなれけばならない．
　　　　　　　　　o　o　o　　　　　　 　o
　土星は「蛇遣ひ星座」にあって，過去牟年間の天界の呼びものであっk．
今や年の暮れε共に其の姿を’時太陽の光芒中に漕さん言してみる．しか
しながら，御大三期の此の十一月は，禾だ全く浦え去るに至らないで，殊に
月初の頃は，西の地下の開けナこ揚所に望遠鏡を立てs，幅廣い輪につsま
れた此の星のあいけうすがたを，小一時間も眺めるこミが出來る．光輝は
0．7等級，三下の覗直径は35秒にも見えてみる．月末から十二月一ぱいは
全く見えないここになって了う，
　　　　　　　　o　o　　　　o　　　　　　　　　　　　o　　　　　o　o
　海王星は今「しN座」のvグルス星の東2。牟の所にあるから，十一月の
夜牟に東天へ現はれる．只，此の星は光輝が八等に近いので，肉眼観察者を
喜ばせないのは止むを得ないこεであるが，εにかく，適當な星圖ミ望遠
鏡εを持つ人には，観望は決して難事でない．
　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o
此の十一月十日頃から約二週間，水星が太陽より凡そ一時間早く東天から
上るため，肉眼でも回れを見るこEが出來る．かうした事は年に数度あるこ
ミであるけれさ，丁度騰れが此の十一一月に當ってみるのは興味ある現象で
ある．
　　　　　　　　o　o　o　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o
6 御大一時…1こ於ける星空の美獲肛（山本一清〉
　十一月の「月」は，十二日に新月であるから，御神樂の儀や，大嘗祭の儀
の頃，夜は闇室で，星のみが輝やくわけであるが，神宮や諸山陵親謁の頃か
らは宵天に月の光りが暦し加はり，歴國諸地方の祠賀式に興を添えるこミ
ミなる．それに，月末の二十七日は皆既月食が見えて，諸所の天文家を：喜ば
すであらう．
　　　　　　　　e　o　o　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o
　十一月S言へば誰でもすぐ連想する有名な流星群が二つある．一つは月
の4≧ば頃，三下の東天から飛ぶ「獺子座流星群」であるし，他の一つは月
：末二十三，四日頃，早曉に飛ぶ「アンドロメ座流星群」である．中にも，獅
子座のものは年々此の期に室を賑はす最も著しいものであって，丁度此の
流星の出現期は，御大些些儀式の最盛期に當ってみる．知らす此の頃，かの
關東に現はれk大火球の如きものが現はれて，人造の祝賀花火ε共に美を
競ふこミが無いか？
　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　o
　御大典を親ふ天界も，誠に賑々しいミ言ふべきである．
　　　　　　　　饗光星アルゴルの観測を勤む
　本年中のアルゴルの極小観測に好都合の時は
　　11月2口22時1　5日18時9　20日30時　　22日20時7　28日17時4
　　12月10口1時5　15日22時4　18日19時1
　　（中央標準時）　22時は午後10時の事である
　上記の豫報は本年十月十日十三日に京都天文台の小山，柴田，村上の三
好の測観せるものより推算したるものである．
　　　　　　　　肉眼紅潮光星観測用星圖の改訂
　更：にへびつかひK，ろし，等を加へ圏を鮮明にしましナこ．一組十五枚途
料共50銭．
　ミラ　木星の近く，目下減光中　光度4．5等　観測され7eい．
